
東京都立杉並高等学校 令和３年度学校経営報告 

校長 北江繁治 

 

標語の意味 【A】達成 【B】おおむね達成 【C】達成に至らず 【Y】未実施 

令和３年度の目標及び方策 自己評価 

１ 学習指導 

＜目標＞ 

「英語教育推進校」の指定を受けた英語科はもちろん、あらゆる教員の教

科指導力を向上させるとともに、生徒の自学自習の習慣を確立させる。

次期学習指導要領の内容を検討・吟味して、これからの育成すべき生徒

像を明確にして教育課程の編成を進める。 

＜方策＞ 

（１）教科主任会議を定期的に実施し、教科指導の課題を共有し解決する。 

（２）授業時間確保に努めるとともに、生徒が落ち着いて学習に取り組むだけ

でなく、自宅学習の習慣の定着を図る。 

（３）国語、数学、英語の３教科での少人数指導や、習熟度別少人数編成授業

等の充実から生徒の学力の定着と向上を図る。 

（４）キャリア教育全体計画を踏まえて総合的な学習の時間を充実させ、次期

学習指導要領の「総合的な探究の時間」につなげる指導を展開していく 

（５）生徒の探究的な態度を育成するとともに、すべての教科で言語活動を重

視し、読解力、表現力の育成の指導の充実を図る。 

（６）国際理解教育の推進のために、英検やＧＴＥＣ等英語の技能検定等の取

り組みを充実させるだけでなく、オンラインスピーキングレッスン（Ｏ

ＳＬ）の活用など「英語教育推進校」の取り組みを進める。 

（７）日常の始業前及び放課後の補習、長期休業日中の講習を計画的、組織的

に実施する。 

（８）教員相互の授業見学や、授業改善、新教育課程編成のための校内研修を

充実させる。 

 

２ 進路指導 

＜目標＞ 

「進学指導研究校アソシエイト」指定の経験を活かして、計画的に組織的

な進路指導を充実させるとともに、高い志をもった生徒の進路実現を目指

し、社会の有為な形成者の育成を図る。 

 

＜方策＞ 
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（１）進路指導部主導で、第一志望の「行きたい学校」にチャレンジする組織

的な指導体制を確立する。 

（２）個別面談、三者面談を充実させ、生徒一人一人の進路希望に応じた進路

指導を行う。 

（３）「進学指導研究校アソシエイト」指定時の取り組みを継続し、迅速なデ

ータ検証を基に分析会等を実施し、教科指導の改善、指導に反映させる。 

（４）新卒業生による合格体験座談会や同窓会の協力を得たキャリアガイダン

ス講座の他、大学訪問等を実施し、希望進路実現に向けた生徒の内発的

動機付けを促す。  

（５）進路指導部主導により、教科ごとに、計画的、組織的な長期休業日中の

講習を実施する。夏季休業中の講習については５日間を１タームとして

開講する。 

（６）自習室及び進路指導室の充実を図る。 

（７）３年間を見据えたキャリア教育全体計画をもとに、公民としての権利と

義務を自覚させ、１８歳成年制度を視野に入れた指導を行う。 

（８）ＨＲ合宿、学力向上集中講座等を実施し進路指導の充実を図る。 

（９）ＴＧＧ（東京グローバルゲートウェイ）を系統的に活用するとともに、

台湾への修学旅行、複数校合同のタイへの研修旅行、イングリッシュキ

ャンプ、ニュージーランドへの語学研修、次世代リーダー等海外留学の

活用、東京体験スクールの受け入れ等を通じてグローバル人材の育成を

進める。 

 

３ 生活指導 

＜目標＞ 

健全な市民を育成するために、１８歳成年制度を視野に入れて、組織的

な指導体制で、責任ある社会人としての生徒の規範意識の涵養を図る。 

＜方策＞ 

（１）学校全体で、挨拶、時間厳守等社会人として通用するマナー、ルールを

身に付けさせるとともにスマートフォンを適切に利用する態度を育成

する。 

（２）身に付けさせる規律・規範計画及び特別指導の指導計画を基に、生活指

導を行う。 

（３）校内美化を徹底し、教育環境整備に取り組む。 

（４）自転車の交通ルール・マナー指導を徹底するとともに、危険回避能力を

育成する。  

（５）Ｑ－Ｕ調査や高校生の意識調査を効果的に活用して、きめ細かい生徒理
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解に努め教育相談機能を充実させる。 

（６） 自他の存在及び生命を尊重する態度を育成して、自殺予防対策の教育

を進めるとともに、男女平等の精神に基づいて、豊かな男女の人間関係

を築けるようにする。 

（７）スクールカウンセラーと連携して体罰根絶、いじめの未然防止、早期発

見・対応を行う。 

（８）公民としての権利と義務を自覚させ、主権者教育、消費者教育、租税教

育等を充実させるとともに、防災教育の充実を図り、「自助」「共助」

の精神を養う。 

（９）部活動及び体育の授業を軸に、生徒の基礎体力向上を図る。 

 

４ 特別活動・部活動 

＜目標＞ 

「文化部推進校」として学校行事、部活動等の特別活動を活性化させると

もに、「国際交流リーディング校」として国際理解教育を推進しグローバ

ル人材を育てる。 

＜方策＞ 

（１）体育祭、文化祭、合唱祭等の学校行事への取り組みを通して各種のリー

ダーを育成し、自主的、主体的な活動を推進する。 

（２）部活動指導員を活用して部活動の充実を図るとともに、部活動指導方針

を明確にして、体罰や暴力的指導や行き過ぎた指導のない計画的な部活

動を行う。 

（３）部活動顧問と保護者間の連携を図るため、定期的に各部活動保護者会を

実施する。 

（４）メディアリテラシー教育としてのセーフティ教室、薬物乱用防止等の指

導を通して、心身共に健全な生徒の育成を図る。 

（５）文化・スポーツ等特別推薦の充実に向けた組織的体制を構築し、「文化

部推進校」の取り組みを進めて文化部の部活動を活性化させ、一芸に秀

でた「知のオタク」を育てる。 

（６）オリンピック・パラリンピック教育を充実させ、そのレガシーの構築の

取組によって「国際交流リーディング校」として豊かな国際感覚を培う。 

（７）ニュージーランド及び台湾等の姉妹校交流等により、国際理解教育を一

層充実させる。 

５ 募集・広報活動 

＜目標＞ 

都教育委員会からの各種指定校の取り組みを活用して、学校の特色を積極
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的に情報発信する。 

＜方策＞ 

（１）ホームページの更新を随時行い、日常の教育活動をタイムリーに情報発

信する。 

（２）近隣地域との交流を積極的に行い、本校の良さや特色をＰＲする。 

（３）学校要覧は特別支援学校と連携して作成し、スクールガイド等を精選す

る。 

（４）学校内外における学校説明会、学校見学会、授業公開及び塾対象説明会

を充実させる。 

 

６ 学校経営・組織体制 

＜目標＞ 

教育施策や、都教育委員会からの各種指定校の取り組みを活用して、教職

員の経営参画意識と協働意識の醸成を図る。 

＜方策＞ 

（１）国や都の「働き方改革」の推進を受け、休日の部活動指導や、長時間勤

務を減らして教職員の勤務の軽減を図る。学校閉庁日は、長期休業期間

中に適宜配置する。 

（２）業務の効率化を進め、教職員の一人一人のライフ・ワーク・バランスの

実現を図る。 

（３）台湾への修学旅行、タイへの研修旅行、オリンピック・パラリンピック

教育及び海外姉妹校交流の充実を図り、レガシーの構築を目指して、教

職員の国際感覚を培う。 

（４）経営企画室の業務進行管理と合理化を進め、経営参画型の経営企画室と

して機能させる。 

（５）教育目標及び学校経営計画実現のために、５分掌の他、３つのプロジェ

クトチーム（ＰＴ）（学力向上、部活動指導、グローバル人材育成）を

活用して学校の課題解決を図る。 

（６）企画調整会議、職員会議等、会議時間５０分以内を目標にし、業務の効

率化を図る。 

（７）計画的なＯＪＴ、校内研修を実施し、教員の人材育成能力及び専門性の

向上を図る。 

（８）タイへの研修旅行は「国際学校間交流リーディング校」として、複数校

と連携して実施することで、今後の都立高校間の連携・協同の教育活動

の在り方にについて検討していく。 
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数値目標に対する結果 

令和３年度の数値目標項目 ４年間の数値動向 目標 結果 

１ 卒業生の進路決定率 

２ センター試験５教科型

受験者数 

３ 国公立合格者 

４ 早慶、ＧＭＡＲＣＨ合格

者数 

５ 長期休業中の講座数 

６ 教科ごとの教科研修会 

７ 生徒の授業満足度 

８ 生徒の自宅学習時間 

９ 生徒・保護者の学校満足   

  度 

１０ 部活動加入率 

１１ 学校説明会参加者数 

１２ 中学校への訪問数 

１３ ホームページ１日アク

セス数 

１４ 地域との交流                         

１５ 応募倍率（推薦）  

１６ 応募倍率（一般）  

１７ １クラス１日の遅刻者   

   数 

１８ スマホ利用時間（勉強で

の利用除く） 

７１→８５→７９→８４．４ 

６→１２→６→１０ 

 

２→０→４→３ 

１５→２０→２１→２５ 

 

６０→１０９→９５→３７ 

２→３→５→２～５ 

４８．０→５６．０→５７．０→７５．５ 

１→１→１→１→１．５ 

８１．５→８３．０→８４．５→７２ 

 

９６．０→９０．０→９０．０→８５．５ 

３０３３→３０３４→２９８５→１５９７ 

８５→８５→７９→未実施 

１０００→１１００→１１００→７１７ 

 

５→５→５→未実施 

３．１７→２．８６→３．１８→２．５２ 

１．３５→１．４３→１．３９→１．１７ 

平成 31 年度から ２→１．８ 

 

令和２年度から ２ 

９０％ 

１０名 

 

５名 

３０名 

 

１００講座 

５回 

８０％ 

２時間 

９０％ 

 

９０％ 

３５００名 

１００件 

１０００件 

 

５回 

３．５倍 

１．５倍 

１名 

 

２時間以下 

８９．０％ 

 ８名 

 

２名 

４３名 

 

７２講座 

  ５回 

８１．１％ 

1.85時間 

８１．６％ 

 

８０．１％ 

１８９１名 

１４０件 

６４８件 

 

 ２回 

２．７０倍 

１．１６倍 

０．８５名 

 

 ２時間 

 

 

【令和３年度の考察】 

新型コロナ感染症防止のため、学校行事と海外学校間交流は実施できなかった令和２年

度も委員の生徒を中心に準備を続けてきた。この活動を引継ぎ、今年度の学校行事は学年別

で実施し、オンラインで海外学校間交流など実施したことが成果である。そのため、自己評

価の【Y】項目が減った。このことから、学校満足度が回復に向かった。また、課題であっ

た「授業満足度」も上昇した昨年度を上回った。 

令和４年度の課題は部活動加入率の増加と応募倍率の上昇である。 

 


